英語力評価のフレームワークを求めて
河内山　晶子
文部科学省が「英語が使える日本人」育成の行動計画を精力的に推し進めている。この取り組みを成功させる鍵のひとつとして、評価のあり方の再検討を強調したい。

行動計画推進にあたって、実践的研究を担っている第一研究グループの報告においても、本計画の記述中、学習者の到達度の指標としてあげられているものには、検討の必要があることは明白である。すなわち、特定の外部テスト「○級程度」というだけで、到達度を測ったり、それを到達目標値としたりするのでは、テストそのものの妥当性・信頼性の点でも、学習者のモティベーションを維持促進する上においても、問題が大きいのである。また、しばしば言及される「ウォッシュバック現象」に見られるように、評価が教育内容ひいては教育方法の質を左右することは明らかである。さらに教師の質の向上も、教師の英語力を適性に評価するすべがあってのことである。

このように、評価を改善することで、行動計画推進の大きな柱である、教育内容、教育方法、教師、モティベーションといったすべての要素が好転していくことが期待される。英語教育改革を目指して、現在まで幾多の取り組みがなされてきたにも関わらず、未だに十分の成果をあげるに至っていない大きな要因は、とりもなおさずこの「適切な評価方法」が十分に検討されていなかった点であることを指摘したい。

今回の発表で提言したかったのは、従来のような、妥当性・信頼性の上でも問題のある、特定テストに依存した評価から脱却して、普遍的で絶対的な評価基準としてのフレームワークを確立していくことの意義である。具体的には、現在諸外国で実践されている、いくつかの第二言語評価フレームワークの例を参考に、日本人学習者に最適の英語能力評価のフレームワークを創り、その支柱のもとに英語教育が推進できないかという提案である。

討議では、様々な示唆に富んだ意見が輩出し、大変有意義な成果を得ることができた。大変感謝している。
